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調査方法と判断基準 

 

評価項目について 

この外部評価は、厚生労働省より公表されている放課後児童クラブ版の「福祉サービス内容評価基準ガイド

ライン」で定めている評価項目と評価基準に沿って、評価シートを作成しています。 

 出典：厚労省 「第三者評価共通評価基準ガイドライン」（放課後児童クラブ解説版）（R3.3.29） 

  

評価の手順 

評価にあたって、「利用者（児童及び保護者）調査」、「職員自己評価」、「事業所による自己評価」を実

施し、これらの結果を参照しながら、評価員による「訪問調査」を行い、評価を実施しています。 

評価の手順は、利用者（児童及び保護者）調査、職員自己評価の結果を参照し、また、事業所による自己評

価の後に、評価員による評価を行っています。 

  

各項目「ａ、ｂ、ｃ評価」と「評価講評」 

本評価の評価項目は大・中・小項目に分類され、小項目を「ａ、ｂ、ｃ」の３段階で評価し、その結果をも

とに中項目と大項目を評価しています。 

 小項目は、具体的な設問を提示しています。 

 中項目は、複数の小項目からなるグループで構成されています。 

大項目は、「Ⅰ福祉サービスの基本方針と組織」「Ⅱ組織の運営管理」「Ⅲ適切な福祉サービスの実施」

「Ａ児童館等の活動に関する事項」の４項目となっています。 

   

各項目の判断基準  

 小項目の判断基準 

 各項目の判断基準はガイドブックに示された基準によっています。 

  

 中項目・大項目の判断基準 

 大項目は中項目の「Ａ、Ｂ、Ｃ数」をカウントして評価する。 

 中項目は小項目の「ａ、ｂ、ｃ数」をカウントして評価する。 

 大項目、中項目の「ａ、ｂ、ｃ表示」は大文字「Ａ、Ｂ、Ｃ」とする。 

 （判断基準） 

ａ：すべて「ａ」 

 ｃ：「ｃ」が全部、または複数 

 ｂ：対象項目数が１以上で、「ｃ」が１か所以内 

   または、上記 ａ：、ｃ：に当てはまらないもの 

評価講評  

 「評価講評」では、評価の判断根拠、気付いた点などについて補足説明を行っています。 

  

全体講評  

 全体講評として、「特に良いと思われる点」「さらなる改善が望まれる点」を記載しています。 
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事業所の取組（事業所による記載） 

当団体は 2007 年から始まった市内学童クラブの民間委託開始に向けて、西東京市学童クラブ連

絡協議会に関わっていた保護者により、企業や団体の利益ではなく子どもたちの最善の利益のため

に、保護者が自ら受託先を作ることを目指して創立されました。以来 15 年に渡り、西東京市の放

課後学童クラブと児童センターの受託を継続しています。単に施設を運営するのではなく、「すべ

ての子ども達が笑顔ですごせるまちをつくること」を団体の運営理念に掲げ、市民として子どもを

真ん中にした地域つくりを行うことを常に念頭に置いています。 

学童クラブ運営からスタートした団体として、学童指導員の専門性の向上に常に取り組んできま

した。在籍児だけではなく、団体の自主的活動を通して卒所して地域に戻った子ども達とも関わり

を継続しています。また、児童センターの運営を通して、更に広域の地域、専門機関とも連携を取

り、0 歳児から 18 歳までの幅広い年代への関わり、子育て支援を行っています。子どものための

施設としてのランドマーク的な施設の運営を、10 年間に渡り継続できていることは、地域との連

携を更に深めることに大きく寄与してきました。 

児童センターにおいては、0 歳から関わりを持ち始めた子どもが、学童クラブも含めて小学生、

中高生と施設利用を継続することで、そこにいる大人も、保護者を含め長期に渡り継続した関わり

を維持できるという利点があります。さらに、家庭を持った元利用者が子どもを連れてまた戻って

くるという循環型の子育て支援、育成支援ができることは、団体の理念に照らしても非常に有益な

ことであります。 

また地域に根差した法人として、市内の高齢者支援、しょうがい者支援など他の領域の機関、団

体との協働を行ってきていることが、団体としての強みと思います。 
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全体講評 

特に良いと思う点 

委託運営協議会の開催 

 西東京市では、委託学童クラブを対象に、利用者や地域住民の代表などが参加する委託運

営協議会が毎年開催され、1 年間の運営の検証が行われている。学童クラブの質の確保や事

業の標準化に大きく寄与しており、他市にみられない優れた仕組みとして評価できる。 

法人の理念 

 法人は、「子どもを真ん中に」を基本的理念に掲げ、保護者と共に子育てを行う、地域の

子育てを支援するなど、理念に沿った運営を行っている。また、法人は、地域の団体と協

力しながら、安心して子どもを生み育てる地域の拠点としての学童クラブを目指してい

る。  

独自の研修の実施 

 法人主催の事例検討会を毎年開催し、職員一人ひとりが事例を提出して、全体ワークやグ

ループワークなどを行っている。また、法人では、三多摩学童保育連絡協議会、全国学童

クラブ連絡協議会などが主催する全国大会への参加を勤務として保障しており、職員の質

の向上に努めている。 

コロナ禍の中での運営 

 事業所は、コロナ禍の中で感染防止に努めながら日々の活動を行っている。多くの制約の

ある中で様々な工夫を行いながら、子どもたちの安全・安心の確保と育成支援に努めてい

る。 

子ども会議の開催 

 学年ごとの子ども会議を行ない、意見や提案等を受け止め、育成支援に反映させるなど、

子どもの意見や主体を重視している。子どもたちから、要望が出た場合は「どうしたら出

来るか」を一緒に考えるような対応も行っている。 

保護者との連携 

 コロナ禍により、保護者会は 2 回に分けて実施しており、保護者会を行う事で、職員と保

護者だけではなく、保護者同士の繋がりもできている。コロナ禍前には親の会と共催行事

を行っており、保護者と職員が一緒に行うという風土が根付いており協力関係が構築され

ている。また、月３回「おたより」を発行して学童クラブの様子やエピソード等を伝えて

いる。 

 

さらなる改善が望まれる点 
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入所児童数と収容能力のアンパランス 

 入所児童数が本来の定員を大幅に超えている学童クラブもみられる。また、学校での授業

時間の増加により児童の学童クラブでの滞在時間が短く、加えてコロナ禍による活動の制

限など、育成支援の困難さに直面している様子がうかがえる。育成支援の質を確保するた

めに、定員超過については何らかの対応が必要と思われる。 

学校との連携 

 多くの学童クラブでは、学校との情報交換の仕組みが機能しているが、学校によっては、

良好な関係が取りにくいこともある。学校との連携は、学校での子どもの様子を知ること

が学童クラブでの支援の明確化につながっていることから、学童クラブ職員のモチベーシ

ョンにも関わっている。今後、安定した連携のシステム、ルール作りが求められる。 

併設児童館の活用 

 児童数の増加に伴い、施設が手狭になっており、また、コロナ禍によって遊びの制約を受

け、遊びに対する子どもたちのニーズが満たせなくなっている。 

 児童館の併設という利点をより活用しながら、子どもの遊びや活動するスペースの確保に

向けた働きかけが必要と思われる。 

帰宅路の安全確保 

 当学童クラブを利用している子どもは５校から通所しており、帰宅経路が長く、施設まで

は３０分ほどの時間を要している。学童クラブでは、通所所経路や帰宅経路を確認し、地

図上でも把握しているが、子ども達の経路の危険個所等の細かい部分を実踏で確認ができ

ていないなどの課題がある。子どもたちが安心・安全に通所、帰宅が出来るためにも経路

の危険個所の確認に期待したい。 

チェックリストの活用 

 日常的な清掃や安全・衛生管理、あるいは感染症対策などについて、チェックリストの積

極的な活用に期待したい。 
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評価結果 
 

Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 A 

 
１．理念・基本方針  A 

 
２．経営状況の把握  A 

 ３．事業計画の策定 A 

 ４．福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 A 

Ⅱ 組織の運営管理 A 

 
１．管理者の責任とリーダーシップ A 

 ２．福祉人材の確保・育成 A 

 ３．運営の透明性の確保 A 

 ４．地域との交流、地域貢献 A 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 A 

 
１．利用者本位の福祉サービスの実施 A 

 ２．福祉サービスの質の確保 A 

学童クラブの活動に関する事項 A 

 
Ａ－１ 育成支援 A 

 Ａ―２ 保護者・学校との連携 A 

 Ａ－３ 子どもの権利擁護 A 
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全体評価 
 

 自己評価 外部評価 

Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織  

 

１．理念・基本方針 

 

Ⅰ－１－（１）理念、基本方針が確立・周知されている。 

1. 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。  a a 

理念・基本方針の確立と周知 

 法人は子どもが主体であるという基本理念を掲げ、学童クラブの運営を行っており、法人の運

営理念は団体リーフレット、団体ホームページで明示され、毎年の新入所説明会で保護者にリ

ーフレットなどで配付して、周知を図っている。 

 

 

 

２．経営状況の把握 

 

Ⅰ－２－（１）経営環境の変化等に適切に対応している。 

1. 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている。 a a 

２. 経営課題を明確にし、具体的な取組を進めている。 a a 

経営環境の把握・分析 

 西東京市社会福祉協議会や協働推進センターへの参画などにより、地域の社会福祉事業の動向

の把握に努めている。 

経営課題への対応 

 法人理事会が月に一度開催され、経営諸課題について協議を行っている。また、年に 2 回、評

議員会を開催し、財務も含め運営状況を報告し意見を求めている。理事会は、地域の放課後子



北原学童クラブ 

 

7 

ども支援の状況に詳しい人材や他地域の子ども行政に関わる人材、法人職員などにより多様な

視点での協議が行われている。評議員はさらに、広い範囲で活動している委員で構成されてい

るため、個人的な意見に偏ることなく、適正な運営が進められている。 

 

 

 

３．事業計画の策定 

 

Ⅰ－３－（１）中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 

1. 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。 a a 

２. 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。 a a 

Ⅰ－３－（２）事業計画が適切に策定されている。 

1. 
事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解

している。 
a a 

２. 事業計画は、子どもや保護者等に周知され、理解を促している。 a a 

中長期計画 

 法人として 3 年毎の中期ビジョンを策定しており、現在は第 4 期ビジョンに則って年間事業計

画を策定している。 

 現在、更に長期のビジョンが必要との判断で、長期ビジョン策定委員会を設置し、作業を進め

ている。毎年 6 月に定期会員総会を開催し、総会資料として、年度毎の事業計画、予算を資料

として提出している。 

事業計画 

 年度の事業計画は、各事業部の職員により作成され理事会が承認している。事業部で毎月開催

されるリーダー会議等において、事業計画の進捗について協議され、事務局を通して理事会に

報告されている。 

 また、委託運営協議会において、年度毎の運営方針を事業者から伝え、質疑応答を受けてい

る。年度毎の保育計画は年度当初の保護者会において資料配布し、理解を得ている。 
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４．福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

 

Ⅰ－４－（１）質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 

1. 放課後児童クラブの質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。 a a 

2. 
評価結果にもとづき組織として取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実

施している。 
a a 

質の向上に向けた取組 

 学童クラブでは、年度毎の委託運営協議会に提出する自主評価や、その際に行われる利用者ア

ンケートに対する質疑応答、出された意見をフィードバックし、その後の施設運営に生かして

いる。また、各指導員の保育実践を文章化し、その実践を相互に検討しあう実践記録検討研修

も内部研修として実施したり、外部研修を積極的に組み入れることで、学童クラブの質の向上

に努めている。 

 委託運営協議会に提出する自主評価に対する意見は、各施設長に共有し、リーダー会議である

施設長会議などで改善策、対策を協議している。施設長会議には事務局長も出席するため、法

人全体で取組むべきと判断したものについては、理事会などの上位会議にも議題を提出し協議

している。 

 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

 

１．管理者の責任とリーダーシップ 

 

Ⅱ－１－（１）運営主体の責任が明確にされている。 
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1. 運営主体は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている。 a a 

2. 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。 a a 

Ⅱ－１－（２）運営主体のリーダーシップが発揮されている。 

1. 放課後児童クラブの質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮している。 a a 

2. 経営の改善や業務の実行性を高める取組に指導力を発揮している。 a a 

管理者の役割・責任とリーダーシップ 

 職務分掌等については、法人の定款に明記されている。また組織体制を活動計画書に明示し、

役割、権限を周知している。 

 事業統括は事務局長が担っており、リーダー会議である毎月の施設長会議に出席し、学童クラ

ブ事業における課題の把握と解決に努めている。また、課題の改善に必要な研修の場を設定

し、解決に向けて指導力を発揮している。 

 事務局長はセンター運営について、毎月の理事会において利用実績や全体概要を報告してい

る。 

 遵守すべき法令などの理解のために、「西東京市子ども条例」を周知しているほか、法人とし

て年に 1 回以上のコンプライアンス研修を実施し、法令遵守について周知徹底を図っている。 

 

 

 

２．福祉人材の確保・育成 

 

Ⅱ－２－（１）福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。 

1. 
必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施され

ている。 
a a 

2. 総合的な人事管理が行われている。 a a 

Ⅱ－２－（２）職員の就業状況に配慮がなされている。 
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1. 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。 a a 

Ⅱ－２－（３）職員の質の向上に向けた体制が確立されている。 

1. 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 b a 

2. 
職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されて

いる。 
c a 

3. 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。 b a 

Ⅱ－２－（４）実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。 

1. 
実習生等の福祉サービスに関わる専門職等の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 
a a 

福祉人材の確保と人事管理 

 人材について、必要な人員配置数、資格要件は、西東京市との契約内で明示されている。法人

は、その配置要件に則って採用計画を進めている。 

 学童クラブ職員の人事権は理事会にある。人事基準については就業規則に規定されており、各

施設に明示されている。職員の人事評価は、就業規則の規定に沿って昇給、異動などを実施し

ている。給与に連動させる評価制度は行われていない。異動については、勤続年数や管理スキ

ルを総合的に判断して、理事会、事務局で勘案し、決定している。 

 事務局による職員の個別ミーティング等で、職務の目標や仕事への意欲向上など、職員の育成

に向けた取組支援が行われている。また、目標共有シートを活用して、職員個人の目標管理を

実施している。 

働きやすい職場づくりへの取組 

 法人としては労務の専任担当者を置き、職場環境の適正化について管理している。 

 担当職員は、労務、職場環境に関する問題について、発生する以前から対処にあたる体制を整

えている。また、事務局による職員個別ミーティングを実施し、職場環境について率直な意見

の聞き取りを行っている。法人としても、年に一度、ハラスメント調査を個別アンケートによ

って実施している。さらに、理事 3 名がハラスメント、コンプライアンスの相談窓口となって

おり、連絡先が周知されている。 

職員の質の向上に向けた取組 

 法人では、目標共有シートを活用して、職員個人の目標管理を実施している。 

 職員の質の向上に向けた取組では、年度初めに研修スケジュールを確定させ、計画にもとづき

実施している。 
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 学童クラブ指導員は、放課後児童クラブ支援員研修受講が義務付けられており、入職後に全職

員が受講している。 

 テーマ別研修や指導員を対象とした研修は設定されているが、階層別研修は検討中である。外

部研修の情報は、随時メーリングリストで共有している。 

 職員が受講する研修については、研修担当者による企画段階から事務局は把握し、必要な助言

を行っている。 

 また、三多摩学童保育連絡協議会、全国学童クラブ連絡協議会等が主催する全国大会への参加

を勤務として保障し、職員の質の担保を図っている。 

実習生の受入れ 

 実習生の受入れは西東京市から受入れの申し入れがあった場合に積極的に受入れている。これ

まで、全ての実習申し込みを受入れてきた。実習生受入れにあたっては、先方との事前打ち合

わせを経て、必要な情報提供や実習手順を設定している。 

 

 

 

３．運営の透明性の確保 

 

Ⅱ－３－（１）運営の透明性を確保するための取組が行われている。 

1. 運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。 a a 

2. 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われている。 a a 

運営の透明性の確保 

 法人の財務資料は、東京都のホームページ等に適切に公開されている。また、地域に向けた事

業内容の情報提供は、委託運営協議会を通じて行われている。 

 学童クラブにおける事務、運営費等は、収支報告書が事務局に提出され、チェックを受けてい

る。 

 法人としての財務は、NPO 法人が専門の税理士事務所に依頼し、帳簿仕訳の適正運用について

助言を受けながら財務管理が行われている。 
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４．地域との交流、地域貢献 

 

Ⅱ－４―（１）地域との関係が適切に確保されている。 

1. 放課後児童クラブと地域との交流を広げるための取組を行っている。 a a 

2. ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。 a a 

Ⅱ－４－（２）関係機関との連携が確保されている。 

1. 
放課後児童クラブとして必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 
a a 

Ⅱ－４－（３）地域の福祉向上のための取組を行っている。 

1. 地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。 a a 

2. 地域の福祉ニーズにもとづく公益的な事業・活動が行われている。 a a 

地域・関係機関との連携 

 法人は、市内学童クラブ父母会の連絡組織である西東京市学童クラブ連絡協議会の事務局に関

わっていた保護者により創立されたという経緯があり、地域との結びつきが強く、地域との連

携は法人理念や中期ビジョンにも明文化されている。 

 法人の事業として、学童クラブ、児童センターの受託運営事業の他に、略称「子ども支え合い

事業」を 3 本目の事業の柱として立ちあげている。この事業の中で、他団体、他機関への参画

を事業化して、積極的に地域との連携を図り、公益的事業を推進している。 

 また、西東京市市民協働推進センターに参画し、様々なセクターとの協働を図っている。西東

京市社会福祉協議会の活動への協力も行っている。 

ボランティアの受入れ 

 ボランティアの受入れについては、委託契約の仕様書、水準書に則って運用を行っている。 
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Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

 

１．利用者本位の福祉サービスの実施 

 

Ⅲ－１－（１）子どもや保護者等を尊重する姿勢が明示されている。 

1. 
子どもや保護者等を尊重した福祉サービス提供について共通の理解をもつため

の取組を行っている。 
a a 

2. 
子どもや保護者等のプライバシー保護に配慮した福祉サービス提供が行われて

いる。 
a a 

Ⅲ－１－（２）福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。 

1. 
利用希望者に対して放課後児童クラブ選択に必要な情報を積極的に提供してい

る。 
a a 

2. 
放課後児童クラブの利用開始・変更にあたり子どもや保護者等にわかりやすく説

明している。 
a a 

Ⅲ－１－（３）子どもや保護者等の満足の向上に努めている。 

1. 
子どもや保護者等の満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行ってい

る。 
a a 

2. 
放課後児童クラブの利用開始・変更にあたり子どもや保護者等にわかりやすく説

明している。 
a a 

Ⅲ－１－（４）子どもや保護者等が意見等を述べやすい体制が確保されている。 

1. 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。 a a 

2. 
子どもや保護者等が相談や意見を述べやすい環境を整備し、子どもや保護者等に

周知している。 
a a 

3. 子どもや保護者等からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している。 a a 

Ⅲ－１－（５）安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。 
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1. 
安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築さ

れている。 
b a 

2. 
感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を整備し、取組を

行っている。 
a a 

3. 災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている。 b a 

利用者を尊重した姿勢の明示 

 仕様書、水準書に子どもや保護者を尊重する運営の基本姿勢について明記し、それに則って運

営を行っている。法人理念にも子ども、保護者を尊重する主旨が明記され、リーフレットやホ

ームページに明示している。 

個人情報保護とプライバシーの確保 

 個人情報の守秘義務は委託契約書類に明示され、また法人と職員の雇用契約締結時にも、守秘

義務遵守の誓約書を取り交わしている。入職時に守秘義務の重要性を説明し、入職後の導入研

修においても周知している。また、年度毎に実施するコンプライアンス研修において、個人情

報の取り扱いについて周知徹底を図っている。 

 西東京市情報セキュリティポリシー（ハンドブック）に沿って、情報管理を実施している。ま

た同資料にもとづく情報管理のための研修を随時行っている。 

利用者への情報提供 

 学童クラブの情報については、市のホームページで常時紹介されている。また、学童クラブ入

所希望者に配付される資料に、西東京市による学童クラブの情報が開示されている。 

 利用開始時には新入所説明会が開催され、市の担当者、法人理事も出席し、行政、法人、施設

職員から具体的な説明が入所家庭に向けて行われている。途中入所時には、個別の説明会を実

施し、指導員、所管館長から説明がなされている。 

 児童対応や保護者連絡などについては、担当課より児童対応マニュアル、緊急時対応マニュア

ルなどが周知されており、施設内で共有されている。 

利用者満足の向上 

 年度毎に開催される委託運営協議会において、自由記入の保護者アンケートが行われている。

アンケートでは各領域での満足度が図られ、数値化されている。結果から必要と思われること

について改善に努めている。 

苦情・要望・相談への対応 

 苦情解決については、新入所説明会資料において、法人事務局の所在地や連絡先も明示し、施

設への苦情等は直接事務局に連絡できるよう伝えている。また、説明会には所管児童館長や市

の担当者も出席し、学童クラブ以外の窓口についても紹介している。施設職員以外の相談窓口

として、所管児童館、市の担当課、法人事務局があることを伝えている。 
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 保護者からの意見、指摘については、内容に応じて学童クラブ、法人事務局、所管児童館、担

当課と共有し、対応にあたることになっている。改善点を運営に反映させる場合にはリーダー

会議において他施設とも共有し、事業部全体で改善を図っている。 

安心・安全への取組 

 西東京市危機管理マニュアル、応急手当マニュアルを常備して、事故発生時の手順を確認でき

るようにしている。日常的なヒヤリハットについては、共有ノートなどに記録し、職員間でし

ている。 

 感染症対策については、事務局長を責任者とし、西東京市危機管理マニュアルなどを常備し、

職員間で確認を行っている。さらに個別の対応マニュアルを事務局より配付し、周知してい

る。  

 また、防災用品を各施設に常備し、定期的に避難訓練を実施している。今後の課題として、防

災に特化した研修の実施が必要あると考えている。 

 

 

 

２．福祉サービスの質の確保 

 

Ⅲ－２－（１）提供する育成支援の標準的な実施方法が確立している。 

1. 育成支援について標準的な実施方法が文書化され育成支援が提供されている。 a a 

2. 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。 a a 

Ⅲ－２－（２）子どもに対する育成支援の計画が策定されている。 

1. 育成支援の計画を適切に策定している。 a a 

2. 定期的に育成支援の計画の評価・見直しを行っている。 a a 

Ⅲ－２－（３）育成支援実施の記録が適切に行われている。 

1. 
子どもに関する育成支援の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化され

ている。 
a a 
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2. 子どもや保護者等に関する記録の管理体制が確立している。 a a 

標準的な実施方法の確立 

 委託契約における仕様書、水準書に育成支援の標準的な実施方法が明文化されており、それに

則り支援が行われている。仕様書、水準書の内容は、主に西東京市の学童クラブガイドライ

ン、国の運営指針にもとづいて作成されており、指導員に対しては、外内部の研修を通じて標

準的な支援の実施方法を学ぶ機会を提供している。 

育成支援計画の策定 

 年度毎の登録児童が確定し、春休み期間の保育が終了した後に育成支援の基本的な方針となる

年間保育計画を作成している。初回の保護者会で保護者に内容を説明し、その年の基本的方針

への理解を図っている。 

 各施設では定期的に職員会議を実施し、年間指導計画の進捗評価を行っている。必要な支援方

法の見直しなどを職員間の協議により決定している。 

記録の実施 

 学童クラブでは、毎月、状況報告書を作成し各所管児童館に提出している。また、要支援児に

ついては育成日誌を別途作成し、記録している。 

 

 

 

 
 

学童クラブの活動に関する事項 

 

Ａ－１ 育成支援 

 

Ａ－１－（１）子どもが安心して過ごせる生活の場としてふさわしい環境の整備 

1. 子どもが安心して過ごせる生活の場としてふさわしい環境を整備している。 a a 

環境の整備 
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 学童クラブは公共施設の 2 階にあり、1 階は児童館になっていることから、体育室や館庭を利

用するなど、児童館と連携しながら生活の場を広げている。 

 子ども達の生活の場はワンフロアーでフローリングと畳仕様になっており、スペースの関係か

ら、静の遊び、動の遊びのどちらも出来るようにコーナーや時間を区切っている。 

 静養スペースは、事務室の一角を使用して対応している。 

 備品や遊具、図書は子どもたちからの意見をすいあげて購入しているほか、児童館からも図書

などの寄付を受けている。 

 

 

 

Ａ－１－（２）放課後児童クラブにおける育成支援 

1. 
子どもが放課後児童クラブに自ら進んで通い続けられるように援助してい

る。 
a a 

2. 子どもの出欠席を把握し、適切に援助している。 a a 

育成支援 

 学童クラブでは、法人による「学童保育指針」や「放課後児童クラブ運営指針」にもとづき、

「年間保育指導計画」を策定し、子どもの育成にあたっている。 

 入所時に保護者を対象に説明会を行っている。説明会は、コロナ感染症予防対策として分散し

て開催し、「西東京市学童クラブのしおり」や年間指導計画表をもとに説明している。 

 保護者に対しては、夏休みの前に前に保護者会を行っているほか、おたよりや連絡ノートによ

って学童クラブの現状を伝えている。 

 出欠席の把握では、毎月各家庭から提出してもらっている出欠カレンダーと職員チェック用の

出欠ボードを使用して、毎日の下所時間を確認している。長期休みしている家庭には、連絡を

入れて様子を聞いている。 

 連絡なく欠席した場合や来所が遅れている場合は、学校に下校時間を確認し、来所経路を探す

と同時に家族、館長に連絡する流れで対応し、確認が出来た時も同じ流れで報告している。 

 

 

 

Ａ－１－（３）子ども一人ひとりと集団全体の生活を豊かにする育成支援 

1. 子ども自身が見通しを持って主体的に過ごせるように援助している。 a a 
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2. 日常生活に必要となる基本的な生活習慣を習得できるように援助している。 a a 

3. 
子どもが発達段階に応じた主体的な遊びや生活ができるように援助してい

る。 
a a 

4. 子ども同士の関係を豊かに作り出せるように援助している。 a a 

5. 子どもが自分の気持ちや意見を表現することができるように援助している。 a a 

一日の流れ 

 学童クラブでは、ホワイトボードに一日の流れ記載するなど、見通しをもって過ごせるように

している。 

 来所、退所については学年や子どもによって時間差があるため、おやつの時間を中心に過ごし

方を組み立てている。その中で子どもが遊びや学習を自主的に行えるように支援している。 

遊び 

 遊びでは、コロナ禍により、各コーナーでの遊びが大きく制限されているため、新しい室内あ

そびを複数導入している。ベーゴマやけん玉など、昔遊びも大切にしている。 

 ３年、4 年生にはリーダーシップを求め、集団で行うゲームなどを決めてもらい、ルールや注

意点等を下級生に説明している。 

基本的な生活習慣 

 基本的な生活習慣の獲得として、学年ごとに子ども会議を行ない、意見や提案などが日々の支

援に反映するようにしているほか、ルールについても子どもたちで決めるようにしている。 

けんかやトラブル 

 子ども同士のけんかやトラブルについては、職員が仲裁に入り、子どもと一緒に原因を考え

て、相手の気持ちになって考えられるように促している。 

 職員は、子どもが楽しく安心して過ごせる居場所となることを大切にして支援を行っている。 

 

 

 

Ａ－１－（４）固有の援助を必要とする子どもへの適切な育成支援 

1. 
障害のある子どもの受入れの考え方を理解したうえで、受入れに努めてい

る。 
a a 

2. 
障害のある子どもの育成支援にあたっての留意点を踏まえ、育成支援を行っ

ている。 
a a 

3. 
特に配慮を必要とする子どもへの対応にあたって、関係機関と連携して適切

な支援を行っている。 
a a 
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障害児の受入れ 

 障害児の受入れは、西東京市学童クラブ運営業務委託仕様書などにもとづいて取組を行ってい

る。 

 受入れにあたっては、入所説明会の際に個別面談を行い、対応方法や配慮する点などについて

詳しく聞き取っている。 

 職員は個人育成日誌で子どもの様子を共有し合いながら対応している。気になる様子がある場

合は、連絡帳や電話で適切な支援方法等を保護者に相談し、連携を深めている。 

 子どもが関係している機関との連携を密に図り、情報を共有して支援に反映している。 

 保護者へのアンケート調査では、「ハンディのある子も差別なく、そして必要に応じて配慮し

ていただいている」との意見もみられた。 

 

 

 

Ａ－１－（５）適切なおやつや食事の提供 

1. 放課後の時間帯におやつを適切に提供している。 a a 

2. 
食に伴う事故（食物アレルギー事故、窒息事故、食中毒等）を防止するため

の対応を行っている。 
a a 

おやつの提供 

 毎日のおやつは、偏りがないように配慮し、子ども達の意向も反映している。 

 窒息に繋がりやすいおやつについても購入時に留意し、食べる姿勢等についても随時声かけ、

見守りを行ない、安全なおやつの提供に努めている。 

アレルギーへの対応 

 食物アレルギーのある子どもについては、事前に保護者との面接時に詳しく聞き取り、アレル

ギー緊急対応申出書を提出してもらって、職員間で確認・共有している。 

 おやつの成分などについては、間食提供食物リスト、おやつチェック表を活用して、ダブルチ

ェックを行っている。 

 また、アレルギー研修を受講し、アレルギー発症時のエピペンの使用方法も学んでいる。 

 

 

 

Ａ－１－（６）安全と衛生の確保 
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1. 子どもの安全を確保する取組を行っている。 a a 

2. 衛生管理に関する取組を適切に行っている。 b a 

外出時の安全の確保 

 安全の確保策として外出する際は順路をたどって危険な場所、横断歩道などチェックをして所

管課に申請をして実施している。 

衛生管理 

 清掃や消毒は団体の感染症対策マニュアル、業務マニュアルなどを活用して行っている。 

 おやつを扱う職員は手洗い、消毒のほか、法人で定めた衛生管理のマニュアルに沿って行って

いる。また、週 2～3 日、おもちゃ等の消毒を行い、定期的に救急用品を確認しているが、施設

の備品のチェックリストと消毒のチェックリストの活用が必要と考えている。 

 コロナ禍への対応として、手洗い・手指消毒、うがい、マスク着用の声かけや遊具の消毒など

衛生管理に努めている。 

病気やけがへの対応 

 けがや体調不良の場合は、緊急連絡カードに沿って保護者に連絡を入れている。 

 危険な行為についても『これをしたらどうなるか』を子ども達に考えさせ、気づけるように職

員は意識して対応している。 

下所時の安全確保 

 下所の経路については、保護者から通所経路届を提出してもらい、職員間で確認・共有してい

る。 

 課題として、学童クラブに通う子どもは 5 校からで、来所経路・帰宅経路の範囲が広く、来所

まで 30 分程要しているため、職員は子どもが通う経路の実踏を行ない、危険個所を確認したい

と考えている。 

防災対策 

 防災への対応として、定期的に避難訓練を実施している 

 

 

 

Ａ―２ 保護者・学校との連携 

 

Ａ－２－（１）保護者との連携 
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1. 保護者との協力関係を築いている。 a a 

保護者との連携 

 コロナ禍により、保護者会は 2 回に分けて実施しており、保護者会を行う事で、職員と保護者

だけではなく、保護者同士の繋がりもできている。コロナ禍前には親の会と共催行事を行って

おり、保護者と職員が一緒に行うという風土が根付いており協力関係が構築されている。 

 日常の学童クラブでの子どもの様子などはその都度、連絡帳で保護者に伝えており、連絡帳で

伝えきれない時には電話で伝えている。保護者の意向で個人面談も行っているほか、月３回

「おたより」を発行して学童クラブの様子やエピソード等を伝えている。 

 保護者へのアンケート調査では、92％が「満足」と回答している。 

 また、保護者の 100％が「保護者が施設に対して意見や要望などを言いやすい雰囲気がある」

との回答し、職員調査においても保護者との協力関係を築いているとの回答が 100％となって

おり、保護者と職員の関係性が深くなっていることがうかがえる。 

 さらに、「学校より学童の方が楽しい」「子どもが自発的に遊びができる」「集団が苦手な子

どもも嫌がらない」「毎日学童に行きたいという」などの意見がみられる。 

 

 

 

Ａ－２－（２）学校との連携 

1. 子どもの生活の連続性を保障するために、学校との連携を図っている。 a a 

学校との連携 

 学校とは年に 1 回情報交換会を行なっており、学校での子どもたちの様子や保護者・子どもの

背景を知ることで、学童クラブ側で可能な支援が明確化されている。 

 また、学校によっては担任の先生と電話で情報交換する等連携を図っている。 

 学校からの「お便り」は毎月、子どもを通して受け取ったり、ＦＡＸで受け取るなど、学校の

状況や様子を把握することで、子どもたちの生活の連続性に配慮した支援が出来ている。 

 学童クラブでは、学校からは「お便り」を受けているので、学童クラブの「おたより」も学校

側へ配布したいと考えている。 
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Ａ－３ 子どもの権利擁護 

 

Ａ－３－（１）子どもの権利擁護 

1. 子どもの権利擁護に関する取組が徹底されている。 a a 

子どもの権利擁護 

 子どもの権利擁護について「保育指針」に明記するとともに、行政主催の「西東京市子ども条

例」に関する研修への参加や法人主催のコンプライアンス研修を行い、共通の理解を図ってい

る。 

 虐待への対応として、子どもの心身に変化がみられた場合は手順書に沿って、児童館長、学

校、家庭支援センター等と連携しながら対応している。 

 学童クラブでは、現場研修をもっと実施する必要があると感じている。 

 

 

 

 

 

 


